
令和８年３月１１日 

目黒区教育委員会教育長 宛て 

目黒区立大岡山小学校 

校 長  中山 晴義 

令和７年度 目黒区立大岡山小学校 学校評価報告書 

 

１ 学校評価委員会の実施内容 

（１） 第１回実施日時 令和７年６月２１日（土） 午前９時１０分～午前１１時００分 

         ・授業参観 

            ・自己紹介 

・学校経営方針について 

・令和７年度学校行事について 

・質疑応答・意見交換 

 

（２）第２回実施日時 令和８年１月１７日（土） 午前８時３０分～午前１１時００分 

・授業参観 

・学校評価委員会（四者による学校評価アンケート結果と改善策の説明） 

・質疑応答 

 

２ 参加者 

第１回 工藤 香織 様（第八中ＰＴＡ元会長） ・ 金色 真佑 様（本校ＰＴＡ元副会長） 

上原 秀一 様（大岡山東住区住民会議実行委員） 

小用 清美 様（大岡山西住区住民会議実行委員） 

中山 晴義  校長、 荒田 真実子 副校長 

第２回 工藤 香織 様（第八中ＰＴＡ元会長） ・ 金色 真佑 様（本校ＰＴＡ元副会長） 

上原 秀一 様（大岡山東住区住民会議実行委員） 

小用 清美 様（大岡山西住区住民会議実行委員） 

中山 晴義  校長、 荒田 真実子 副校長    

 

 

３ 評価の結果等            ※四者…児童・生徒、保護者、地域の方、教職員のこと。 

評価項目 ◎（成果）、●（課題）、

⦿（成果と課題の両者を含む） 

次年度の教育活動の改善点 学校評価委員会での意見 

（学校運営協議会での意見） 

Ⅰ 学校全体について 

・学校の雰囲気、学習環

境、教職員の態度など

について、家庭・地域

との連携、地域人材の

活用などについて 

◎学校の雰囲気につい

ては、児童、保護者、

教職員とも 90％を超

える高い評価を得て

いる。地域の評価に

ついては、わずかに

及ばず 88.9％であっ

・学校全体については、

今後も活気ある教育

活動が展開できるよ

う、校長の学校経営方

針のもと教職員一丸

となり取り組んでい

く。 

・｢学校は楽しく過ごす

べき｣と考えているの

で、保護者の立場から

は、子どもが毎日楽し

く学校に通わせてい

ただいて感謝してい

る。昨今の様々な学校



たが昨年度より 5.6

ポイント上昇してい

る。「学校は楽しいで

すか」の設問に対す

る肯定的評価が昨年

度と比較すると低学

年が 3.9 ポイント、

高学年が 4.2 ポイン

ト上昇しており、多

くの児童が学校生活

に満足している結果

となった。 

◎教職員の対応につい

ては四者ともに昨年

度の肯定的評価を上

回る数値となり、

90％以上の評価を得

ることができた。地

域の方からの評価は

昨年度より 16.7ポイ

ント上昇し 100％の

肯定的評価となっ

た。日頃から校長の

学校経営方針のも

と、教職員が保護者

や地域に対して誠実

に対応しようとする

姿勢をもっているこ

とが要因と考えられ

る。 

・高学年の肯定的評価

を次年度も引き続き

高めていくために、学

校生活アンケートや

総合質問紙調査｢ i-

check｣、日常的な観

察等で、高学年に特有

の内面的な困難さや

悩み等を早期に発見

し寄り添っていく。ま

た全学年通して、学級

集団、学年集団をより

よくするため、担任一

人だけでなく学年全

体、２学年単位の合同

学年会、そして全ての

教職員で児童を育て

る風土を継続してい

く。 

・引き続き地域の方と

PTA の方のご協力を

いただきながら、次年

度も児童のためによ

りよい教育活動｢楽し

い学校づくり｣を展開

できるよう努めてい

く。 

や先生の事について、

子どもたちもニュー

ス等で目にしており

現状については分か

っているのではない

か。だからこそ学校と

家庭が協力して子ど

もたちの育成を進め

ていかなければなら

ないと思う。引き続き

大岡山小学校の｢楽し

い学校｣を継続してい

っていただきたい。 

・地域の運動会を開催

する際に、先生が踊り

の動画を撮ってくだ

さり地域の方々が楽

しく踊って参加する

ことができた。また校

長先生には審判をし

ていただくなど、地域

の立場としては大岡

山小学校の管理職の

先生方はじめ先生方

にはいつも感謝して

いる。今後も、学校と

地域との架け橋役と

して、地域も学校に協

力していきたい。 

Ⅱ 教育目標について 

・教育目標、時程、教育内

容全体について 

⦿教育目標や教育内容

について、年度当初

の保護者会で丁寧に

説明し、学校からの

配付物等でも触れた

ことで、保護者から

の肯定的評価は昨年

度に引き続き 91.7％

と高評価を得てい

る。また地域の肯定

・昨年度に引き続き「心

ゆたかな子に育てる」

を重点目標とする。本

校の特色でもある異

学年交流を柱として、

小・中連携による児

童・生徒間交流を促進

する等、多様な関わり

を設定することによ

り豊かな人間関係を

・｢心ゆたかな子｣は、

｢楽しい学校｣に通ず

るものがある。我が子

は大岡山小学校に在

籍中、楽しい学校生活

のおかげで｢心の土

台｣を育てていただい

た。中学校に進学し

て、学習が難しくなっ

たり友達含めた人間



的評価も 92.6％と昨

年度よりよりも 9.3

ポイント上昇した。

地域の行事や会議等

でその時々の学校の

様子や児童のよさ、

また学校経営方針等

について管理職から

説明し、理解してい

ただく機会を多くも

ったことが要因と捉

えられる。 

  一方で、教育目標

の中の『考える子に

育てる』の達成につ

いての項目のみ、昨

年度よりも 0.4 ポイ

ントであるが減少し

ている。２年間の校

内研究での成果を教

職員は感じ取ってい

るので、今後は保護

者の方にも十分にご

理解いただけるよう

に校内掲示や学校ホ

ームページの活用な

ど、手立てを講じる

必要があると考え

る。 

はぐくむ。また次年度

も教育目標について

保護者や地域の方々

に理解いただけるよ

うに、学校公開や運動

会への参加を呼びか

けたり、地域行事での

関わりを深めたりし

ていく。 

・『考える子に育てる』

という教育目標につ

いて地域や保護者の

方々に周知しご理解

いただくために校内

研究の取組の様子や

成果について、学校ホ

ームページや学校だ

よりなどを活用し、発

信を充実させる。研究

の取組内容について

は年度の早い段階（６

月頃）に学校だよりに

おいて配信する。 

・学校公開（前期）で、

校内研究に関わる内

容が保護者に認識し

てもらいやすい実践

を行う。実践内容の共

通事項については研

究部と教務部で検討

し設定する。 

関係が複雑になって

きたりしたが、小学校

時代に心の土台を培

ってもらったおかげ

で崩れることなく過

ごすことができた。今

後も、この素晴らしい

教育目標に則って、子

どもたちを育ててい

ってほしいと思う。 

・毎月の｢学校だより｣

巻頭言にて校長先生

が学校の方針を詳し

く説明してくれてい

る。読むと大変ために

なる事が書かれてい

るので、今後も引き続

き、｢心ゆたかな子に

育てる｣教育目標につ

いての方針や経過に

ついてお知らせいた

だけるとありがたい。 

Ⅲ 心の教育について 

・道徳科の授業の充実や

児童・生徒の道徳的実

践力の向上に向けた取

組について 

◎児童、保護者、教職員

全ての肯定的評価が

昨年度より上昇し、

児童は 95％以上とな

っている。教職員の

肯定的評価は 100％

となっている。PT

｢こころ｣を中心に取

り組んだ教員の日々

・特別の教科「道徳」の

時間だけでなく各教

科等の指導において

も、言語的な交流や対

話、体験活動などを通

して児童の道徳的実

践力の向上を目指す。

道徳の授業の様子に

ついて、道徳授業地区

・｢道徳授業地区公開講

座｣でのパネルディス

カッションは、児童の

道徳的実践力を高め、

地域は保護者との連

携を深めながら、児童

の心を育てるという、

学校の熱意が伝わる

取組である。 



の声かけや指導、道

徳科の授業の充実

（交換授業の実施を

含む）、教員による本

の紹介や校内掲示

｢読書の木｣による読

書活動等のプロジェ

クト｢こころ｣の取組

がよい効果となって

いると考察する。 

 

公開講座の前に１学

年１回学校ホームペ

ージにアップし周知

を図る。 

・道徳授業地区公開講

座のパネルディスカ

ッションにおいては、

内容をよく検討し、よ

り多くの保護者に参

加してもらうように

する。児童や保護者、

地域、教育委員会事務

局が互いに議論し合

う展開を継続してい

く。 

・保護者の視点から道

徳授業地区公開講座

のパネルディスカッ

ションを参観した。意

見を活発に発する児

童がいる一方で、なか

なか意見を言えない

児童も一定数いるの

で、そのような児童も

意見を表出できるよ

うな工夫をできれば

さらによい取組とな

ると思う。素晴らしい

取組なので、保護者の

参観がもっと増える

とよい。 

Ⅳ 学習指導等について 

・学力の定着・向上に向

けた授業の改善・充実、

少人数指導、主体的に

学習に取り組む態度等

の取組について 

・職場体験等体験活動、

自然宿泊体験教室、 

キャリア教育等の充実

について 

◎児童の｢勉強は分か

りますか｣という問

いに対する肯定的評

価は低学年 96.0％、

高学年 94.6％と高い

水準を保っている。

しかし｢分からない｣

児童が一定数いるこ

とは本校の授業改善

の視点である｢学習

の自己調整｣につい

て改善の余地がある

といえる。保護者の

「学校は、子どもの

学力の定着・向上の

ために工夫した授業

を行っている」の設

問に対する肯定的評

価が昨年度に比べ

1.3 ポイントである

が上昇した。学校公

開での授業参観や、

学校ホームページで

日々の授業の様子を

・本校の学習スタイル

｢見通し→実行→振り

返り｣という学びのサ

イクルの活用は、かな

り定着してきたので、

教師側の明示的な指

導と、学習方法の有効

性を認知するための

児童の振り返りの質

の向上を図り、学習内

容の理解につなげら

れるようにする。 

・児童が自らの学習を

客観的に振り返るこ

とができるよう、学習

カード、振り返りシー

トを工夫し、指導の仕

方を共有する。 

・今年度から児童の学

校生活を包括的にサ

ポートする学校教育

支援員の運用が始ま

っている。学校教育支

援員を効果的に配置

・習熟度別で児童の学

力差をサポートする

制度は大変ありがた

い。自分たちが子ども

の頃は、勉強について

行けない子はそのま

まであった。今は習熟

度別に分かれてそれ

ぞれの児童に合った

進度で学習を進めて

いただけるので、これ

からもぜひ続けてい

ってほしいと考える。 



配信することで、保

護者の皆様に理解し

ていただくことがで

きたと考える。 

◎教職員は、学習用情

報端末や大型提示装

置等を効果的に活用

しながら、児童が楽

しく学べることを目

指して授業を展開し

ている。 

することで、主に低学

年の児童に対してき

め細やかな学習支援

を行っていく。 

・教科担任制を活用し、

教員の専門性を高め

ながら教員一人ひと

りの教科指導力、授業

の質の更なる向上を

目指す。多くの教職員

で児童の学習面をサ

ポートできるように

する。 

・今年度、教員用、児童

用ともにリニューア

ルした学習用情報端

末の活用については、

ICT 担当を中心とし

て、更なる授業改善に

向けての取組を進め

ていく。 

Ⅴ 体育・健康教育につ

いて 

・体力向上、健康の促

進に向けた取組について 

◎全項目にほぼ共通し

て肯定的評価の上昇

が見られる。保護者

の評価は昨年度より

2.1 ポイント上昇し

90.1％になった。児

童も低学年は 9.8 ポ

イント、高学年は 5.6

ポイント上昇した。

朝遊び、ロング昼休

み、マイスクールス

ポーツの実践につい

て、活動の定着を図

ることができ、児童

はそれぞれの時間の

活用を積極的に行っ

たことが要因と捉え

られる。また保護者

については、研究授

・体育科を中心とした

｢自己調整力｣向上の

ための授業実践は、健

康の保持・増進にもつ

ながるということを

意識できるように教

材研究を行い、児童に

学ぶ意義をもたせる

ようにする。 

・高学年は｢めぐろここ

カラダシート｣と関連

させるなどしてマイ

プラン（一週間の見通

し・振り返りワークシ

ート）を活用し、一週

間単位で見通した運

動についての計画と

振り返りを実施する

機会を設ける。 

・運動に熱心に取り組

んだり外で元気に遊

んだりする子どもの

特徴として、よく眠れ

て、よく食べられるよ

うになる。そして規則

正しく生活でき、土日

でも朝から活動的に

過ごすことができる

ようになると考える。

大岡山小学校は、子ど

もたちが体を動かし

て活動する取組を多

く設定してくれてい

るので、今後も続けて

いってほしいと思う。

同時に、各家庭でも意

識して子どもが体を

動かす機会をつくっ



業の参観、東京 2020

（オリパラ）レガシ

ー関連の授業参観、

学校保健委員会での

説明などで周知でき

たことが有効であっ

たと考えられる。 

・体育的行事委員会を

中心に次年度に向け

てより効果的なプロ

ジェクト｢からだ｣の

活動内容となるよう

検討していく。引き続

き、児童の運動への興

味・関心を高め、基礎

的な体力の向上を図

る。 

ていけるとよい。 

Ⅵ 特別活動について 

・学校行事の充実、異学

年交流活動、クラブ・

部活動の充実などにつ

いて 

◎学校行事の充実につ

いては、児童、保護

者、教職員共に 90％

以上の高い肯定的評

価を得ている。学校

行事を通して児童が

心豊かに育っている

と考察できる。地域

の方の評価は｢分か

らない｣が 23％ある

ものの肯定的評価が

昨年度より 11.1ポイ

ント上昇し 77.8％と

なった。運動会や展

覧会などの行事に来

ていただいたり、学

校だより等で十分に

児童の様子を伝える

ことができたりした

ことも要因の一つと

考えられる。 

・学校行事では、児童が

主体的に計画を立て

たり実践したりでき

るように特別活動部

を中心に計画を立て、

その実践を振り返る

ことで、次の活動に生

かすことができるよ

うにする。 

・なかよし班（縦割り

班）活動を中心に、学

校行事等を通して計

画的に異学年交流に

取り組み、自己有用感

の醸成や共感的な関

わりをはぐくむ。ま

た、学校だより等で、

取組に対する児童の

感想などを伝え、保護

者や地域の方々によ

さを知っていただく

ようにする。 

 

・下級生が上級生から

お世話をされて、自分

が上級生になったと

きに下級生のお世話

をする、という異学年

交流の流れが脈々と

受け継がれていると

ころが素晴らしいと

感じている。縦割り班

で行う｢全校遠足｣は、

昨今では珍しい取組

であるが、遠距離を徒

歩で歩いて行く中で、

小さい子を助けなが

ら交流を深めていく

ことの価値について、

すぐに効果は表れな

くても、確実に子ども

たちの優しい心をは

ぐくんでいくと思う。

先生方はご準備等大

変かと思うが、価値あ

る取組であり、今後も

ぜひ続けてほしい。 

Ⅶ 学校生活全般について 

＜生活指導＞ 

・生活規律の徹底、いじ

めや不登校の現状と対

応、教員の関わり方、

特別支援教育への取組

⦿全体的に昨年度より

肯定的評価が上昇し

ている一方で、高学

年のみ数値が 4.9 ポ

イント下降してい

る。教職員・保護者の

・引き続きいじめは絶

対に許さないという

風土を築き、教職員全

員で児童の指導にあ

たる。気になる事案に

ついては生活指導部

・いじめは子どもたち

だけが抱える問題で

はない。大人の社会で

もいじめはある。その

ような危機感をもち、

早期に対応すること



などについて 評価は 90％以上とな

っており、学校内で

は概ね落ち着いた生

活を送っていると捉

えられている。高学

年が自己を振り返る

際に厳しく評価して

いるか、自己肯定感

によるものなのか、

今回の結果の背景を

注意深く探る必要が

ある。いじめや不登

校の問題について

は、引き続き、学校全

体で組織的に対応し

ていく必要がある。 

や「学校いじめ対策委

員会」を中心に対応等

について話し合い早

期解決に努める。 

・不登校の児童につい

ては予兆を早期に把

握し対応に努める。ま

た家庭との連携を強

化し、必要に応じて不

登校が長期化してい

る児童を適切に関係

機関につなげ、児童一

人ひとりに応じた学

びを支援できるよう

にする。 

 

が重要である。今後も

先生方で常にアンテ

ナを高くして見守っ

ていただきたい。 

・｢いじめ問題を考える

めぐろ子ども会議｣は

非常によい取組であ

ると思う。小学生と中

学生が互いに意見を

交わす貴重な経験で

ある。今後も、内容に

ついては見直しなど

を図りながら充実し

た取組として継続し

ていっていただきた

い。 

＜防災教育・安全指導＞ 

・事故や災害に関する安

全教育や情報モラル教

育の充実、安全管理な

どについて 

◎防災教育・安全指導

について概ね高い評

価を得ている。四者

の肯定的評価はいず

れも上昇している。

特に児童の防災・安

全に対する意識が高

まってきている。毎

月の避難訓練に真剣

に取り組む様子から

もうかがえる。教職

員の肯定的評価は

100％となっている

が、児童にとって安

全・安心な学校生活

が継続できるよう、

児童が自ら危険に気

付き、すすんで安全

な行動をとることが

できるよう、引き続

き実践的な計画を立

てていく必要があ

る。 

・月１回の安全指導や

日常的な安全教育、セ

ーフティ教室、薬物乱

用防止教室、交通安全

教室を実施し、安全教

育の充実・徹底を図

る。 

・生活指導部を中心に、

次年度も多様かつ実

践的な被災想定を設

定し、児童が様々な状

況でも迅速に落ち着

いて避難することが

できるような訓練を

計画し実行する。 

・｢安全指導日｣で今年

度より実施している

児童向けショート動

画を活用した指導が

大変効果的であった

ため、次年度以降も内

容を見直しながら継

続して各学級におい

て活用していく。 

・現代は SNS の発達、

また日頃の報道など

により、全国の災害に

ついて子どもたちが

目に触れることが容

易にできる。そのよう

な状況で学校の避難

訓練に真剣に取り組

んでいるというのは

素晴らしい。 

・９月の雷雨の際に、学

校の判断で子どもた

ちの下校を留め置き、

Home＆School で随

時保護者へ情報を発

信し、保護者へ安心感

を与えた対応は素晴

らしかった。天候の状

況や、児童の下校の時

刻などがリアルタイ

ムで配信された。この

ような対応を今後も

続けていただきたい。 



＜幼・保・小・中連携＞ 

・中学校や同じ中学校区

の小学校との連携につ

いて 

・近隣の幼稚園・保育園

との連携について 

⦿保護者の肯定的評価

が昨年度から 1.1 ポ

イントの下降となり

79.6％となった。ま

た保護者アンケート

の回答では｢分から

ない｣が 7％となっ

ており、学校からの

周知が十分になされ

ていないことが要因

であると考える。 

・目黒西中学校の新校

統合に伴い、中学校区

が４校１園に拡大さ

れた。｢小・中連携の

日｣や｢いじめ問題を

考えるめぐろ子ども

会議｣、｢地域教育懇談

会｣等の開催の様子を

保護者や地域の方に

伝え、広く認識してい

ただくよう計画する。

就学前教育施設との

連携についても懇談

等を交えながら、円滑

な接続や、多様な人と

の関わりを大切にす

る取組を続けていく。 

・目黒西学校で行われ

た｢いじめ問題を考え

るめぐろ子ども会議｣

後の地域教育懇談会

について、いじめ会議

のテーマとリンクさ

せて地域の方々とテ

ーマに基づいた意見

交換ができるとなお

よいと感じた。新校統

合に伴い学校数が増

えたので、地域の交流

を活発にするために

も、地域教育懇談会の

内容を検討してより

よいものにしていた

だきたい。 

Ⅷ 情報の発信 

・学校の情報発信の充実

について 

◎保護者や地域からの

肯定的評価はいずれ

も８割を超える結果

となり、昨年度の評

価から上昇してい

る。特に地域の方の

肯定的評価は 9.3 ポ

イント上昇し 92.8％

となった。今年度は、

児童館や住区住民会

議等へも C4thHome

＆School の登録を依

頼し、学校からの配

信が届くようにした

ことにより利便性を

高めたことも要因の

一つと考えられる。 

・引き続き配布文書は

多くを電子配信とし

て、ペーパーレスを実

現し配布文書のスリ

ム化に取り組んでい

く。学校行事等のアン

ケートについても、

C4thHome ＆ School

を活用し実施する。 

・地域や PTA からのお

知らせについては、電

子配信か紙面での配

布か、効率性と情報発

信の効果を考慮しな

がらよりよい方法で

進めていく。 

・ペーパーレスが便利

で助かっている一方

で、それぞれの家庭で

必要な記事のみ見る

という傾向にあるの

ではないか。学校だよ

りの巻頭言には、校長

の考えが大変分かり

やすく述べられてお

り、全ての保護者の

方々に読んでいただ

きたい内容ばかりで

ある。 

・地域としては紙面で

文書をいただいてお

り、皆で回覧すること

ができている。 

Ⅸ 教員の人材育成につ

いて 

・日常の職務をとおして

専門性と協働性の育

成、教育公務員の自覚

について 

◎年間３回の教員の自

己申告面接や日常の

授業観察を活用し、

教員の資質の向上を

図った。また今年度

も互いに授業展開を

・校内研究や区内の研

修で学んだことを生

かし自己の授業力向

上に生かせるように

する。 

・それぞれの職層を活

・学校の先生の仕事は

大変だと思う。一般的

な会社などと違い、同

期の仲間が少ない中

で、大学等を卒業して

すぐに先生として振



学び合う機会を充実

させて授業力の向上

を目指した。それら

が要因となり教員の

肯定的評価は 100％

となったと考えられ

る。 

◎若手教員の育成を目

指す｢OJT の会｣を定

期的に行い、主任教

諭以上の教員を講師

として、人材育成の

視点で取り組むこと

ができたことも要因

と捉えられる。 

用して組織的な人材

育成が進むように校

内 OJT を計画的・効

率的に進めていく。 

・学習指導力、生活指導

力、外部折衝力、組織

運営力等、それぞれの

教員に求められる資

質・能力について教職

員個々の強みを生か

し、相互に育成できる

よう、管理職、主幹教

諭を中心に進めてい

く。 

る舞わなければなら

ない。また保護者は先

生に 100％期待し、よ

くないことはよくな

いと言ってしまう。先

生方を、学校の職場の

中だけでなく、家庭や

地域の皆さんで育て

ていこうという意識

が高まってくれれば

よいと考える。 

Ⅹ 教員の働き方改革に

ついて 

・校務支援システムの活

用、「チーム学校」を意

識した業務分担等、組

織的な業務の効率化・

最適化について 

◎教職員の肯定的評価

が昨年度より 20.2ポ

イントも上昇し、

96.9％となった。校

務分掌組織の最適化

を図り、組織的、計画

的、効率的な学校運

営と業務改善を行っ

てきた。年間の会議

回数の削減、起案に

よる文書決裁や相談

体制の徹底、教職員

の意識向上など業務

改善について前進し

ているということが

考察できる。 

・教職員一人ひとりの

意識が向上し、時間内

に会議を終わらせる

という習慣が定着し

てきた。次年度は会議

の前の準備・周知を効

果的に進め、さらなる

時間短縮を目指し効

率を目指す。引き続き

教職員が元気に職務

を遂行できるように

よりよい職場環境づ

くりに取り組んでい

く。 

・４０分授業について、

はじめ聞いたときは

大変なのではないか

と感じていたが、先生

方は慣れてきて時間

の使い方がよくなっ

てきたのではないか。

働き方改革について

は学校に限らず、社会

全体で取り組むべき

問題である。今後も先

生方の働き方改革を

進め、高評価をキープ

していっていただき

たい。地域としてもで

きることは協力して

いくので、先生方も心

身ともに健康に過ご

してほしいと考える。 

Ⅺ 服務事故の防止につ

いて 

・服務事故防止に向けた

取組などについて 

◎教員の肯定的評価は

昨年度より 3.3 ポイ

ント上昇し、100％と

なっている。管理職

による服務事故防止

研修、シミュレーシ

・服務事故は学校全体

の信用失墜行為にな

ることを認識して職

務にあたることがで

きるよう、次年度も研

修・点検を続けてい

・校長先生の服務事故

を起こさないという

姿勢や先生方への指

導が明確になされて

いて素晴らしい。社会

全体を見ると様々な



ョン研修を通して、

服務への意識を徹底

させることができ

た。また毎月の職員

向け資料｢校長だよ

り｣でも服務事故防

止について、教員の

意識の向上を図るこ

とができた。 

く。また日頃から職員

向け資料｢校長だよ

り｣、職員夕会等で適

時的に指導を行う。学

年・合同学年等で連携

しながら服務事故を

起こさない、意識の高

い職場の風土を醸成

する。 

事件が起きている。引

き続き校長先生のご

指導のもと、子どもた

ちにとって素晴らし

い学校であってほし

いと願う。 

 


